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△猪熊

一夏祭　り

カネと太鼓の舌に誘われて、バツピ姿の

子供達が集まって来ます。

今年も、猶熊の鷹見神社と、頃末の伊豆

神社で夏祭りがありました。

社殿でおはらいを受けたみこしは、ワッ

ショイ！ワッショイ！のかけ声も勇ましく、

町内のあちこちを練り歩きました。

祭
り
だ
／

◎



。Ａと自然の簿の団地

二団地建て替え計画
町
営
住
宅
（
二
団
地
）
の
、
建
て
替
え
基
本
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
で
は
、
老
朽
化
し
た
現
在
の
二
町
営
住
宅
七
十
二
戸
を
、
三

年
計
画
で
建
て
替
え
て
、
一
二
階
か
ら
四
階
建
て
の
中
層
住
宅
百
三
十
四
戸

の
ユ
ニ
ー
ク
な
団
地
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
二
十
一
世
紀

に
向
け
た
夢
い
っ
ぱ
い
の
町
営
住
宅
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

老
朽
化
し
た
町
営
住
宅
を

二
団
地
の

建
て
替
え

ど
う
す
る
の
か
？

こ
う
な

戦
後
の
住
宅
難
の
解
消
の
た
め
に
建

設
さ
れ
た
木
造
の
町
営
住
宅
は
、
す
で

に
耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
老
朽
化
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

「
老
朽
化
し
た
住
宅
を
こ
の
ま
ま
放
置

し
て
い
い
の
か
？
」

「
町
営
住
宅
は
多
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
？
」
「
町
営
住
宅
は
、
維
持
・
補
修
の
経
費

が
か
き
む
し
、
家
賃
の
滞
納
も
多
く
、

金
喰
い
虫
で
は
な
い
か
？
」

町
営
住
宅
の
問
題
に
つ
い
て
、
い
ろ

い
ろ
な
議
論
が
お
こ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
は
昭
和
五
十
九
年
十
一

月
、
長
期
の
管
理
計
画
を
策
定
し
、
用

途
廃
止
す
る
団
地
、
建
て
替
え
る
団
地
、

現
状
の
ま
ま
管
理
す
る
団
地
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
の
管
理
計
画
に
よ
っ
て
、

二
町
営
住
宅
は
、
建
て
替
え
ら
れ
る
方

針
と
な
り
ま
し
た
。

（
表
1
参
照
）

▲老朽化した木造住宅
狭小なため増築した家が多い

表－1　　町営住宅管理計画
管 理 方叡 団地 名 戸 数1′建 設 年度 耐 用年数

建 て替 え
－ 7 2 32⊂＞35 20

猪　 熊 1 15 35く＞41 20 ・35

用途廃 止

下　 二 13 1 29・⇒36 20

頃　 末 5 2 8 20

垣　 添 4 5 28 ・31 20

維持 管理

吉　 田 194 4 4 45

野　 間 20 5 2く＞54 45

い わぜ 20 5 2く＞54 45

二
団
地
（
七
十
二
戸
）
に
つ
い
て
は
、

昨
年
六
月
か
ら
九
カ
月
か
け
て
検
討
し

た
結
果
、
次
の
よ
う
な
建
替
基
本
計
画

が
完
成
し
ま
し
た
。

細
計
画
の
目
的

●
老
朽
住
宅
の
解
消

●
快
適
な
住
環
境
の
整
備

●
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
住
宅
づ
く
り

■
年
次
計
画

建
て
替
え
は
三
年
間
に
分
け
て
、
既

存
の
住
宅
七
十
二
戸
を
除
却
し
、
百
三

十
四
戸
の
中
層
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

二団地模型（建替後）

Ａ
ｌコｌ

墾

66 65 64 年

度1
年 年 年
度 度 度

72 40 32
ｌ
除

却戸 戸 戸

134 66 36 32 建

戸 戸 戸 ／コ 沸石又

■
施
設
の
概
要

●
敷
地
一
万
九
千
九
百
四
十
七
2
ｍ

●
戸
数
　
百
三
十
四
戸

●
棟
数
　
三
階
建
　
六
棟
（
竺
戸
）

四
階
建
　
四
棟
（
翼
戸
）

●
公
園
　
千
六
百
五
十
，
ｍ

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
含
む
）

●
駐
車
場
　
九
十
五
台
分

●
自
転
車
置
場
一
戸
に
二
台

●
緑
の
並
木
道
　
幅
員
6
ｍ
・
歩
道
2
ｍ

●
集
会
所
　
一
棟

●
浄
化
槽
　
一
基
（
合
併
処
理
）

●
防
火
水
槽
　
二
カ
所

●
菜
園
　
　
用
地
を
確
保

（2）



町営

ど
ん
な
住
宅
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

住
戸
計
画
は
、
次
の
点
を
ポ
イ
ン
ト

に
計
画
し
て
い
ま
す
。

①
各
室
は
、
独
立
し
た
部
屋
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
六
畳
以
上
を
確
保

㊥
食
事
な
ど
多
目
的
に
使
え
る
リ
ビ
ン

グ
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
定
。

⑨
洋
室
は
、
和
室
と
し
て
変
更
可
能
。

④
続
き
間
の
設
定
に
よ
り
、
間
取
り
変

更
が
可
能
。

⑤
西
日
対
策
と
し
て
、
住
横
配
置
は
南

面
と
す
る
。

⑥
配
線
・
配
管
は
躯
体
に
埋
め
込
ま
ず

交
換
・
保
安
点
検
を
や
り
易
く
す
る

■
住
戸
タ
イ
プ
は
5
つ

こ
の
町
営
住
宅
は
、
家
ご
と
に
門
が

あ
り
、
主
婦
が
一
日
で
一
番
長
く
生
活

す
る
台
所
を
広
く
、
明
る
く
、
南
向
き

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
居
者
の
多

様
な
要
望
に
応
え
る
た
め
に
五
つ
の
住

戸
タ
イ
プ
を
用
意
し
ま
し
た
。

十 3Ｄ1

．1 1
・」 巴 －

2帆－ｌｌ

Ｆ －1 」．訳状し・一丁3ＤＫｌ

∩ 謁　 ・山　 一

（基準階平面図）

ｈＤＫ

．ｊ　　 Ｋ－●　 2Ｄ可

3ＤＫ

ｌ

1

1 ＿＿
ｂＤＫ †．．† 3 ＤＫ ｉ

通り抜け
∩ 謁 ｌ　 Ｌ

ｌ

（1階平面図）

住棟計画図

′
家
賃
は
ど
う
な
る
？

建
て
替
え
後
の
新
家
賃
は
ど
の
位
に

な
る
の
か
？
　
こ
れ
は
、
最
も
関
心
の

あ
る
問
題
で
す
。

町
で
は
昨
年
九
月
四
日
、
水
巻
町
住

宅
審
議
会
（
会
長
　
九
州
工
業
大
学
原

田
統
之
介
教
授
外
四
名
）
に
、
『
水
巻

町
に
お
け
る
住
宅
対
策
の
基
本
的
方
向

に
つ
い
て
」
を
諮
問
し
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
家
賃
の
基
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
、
現
在
審
議
中
で
す
。

具
体
的
な
家
賃
に
つ
い
て
は
、
住
民

全
体
の
立
場
か
ら
、
設
計
完
了
の
段
階

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

′
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

3 2 2 2 ：1 住．

Ｄ
Ｄ
Ｋ
Ｄ
Ｋ
ＩＨ 戸
タ

Ｋ ② ①＿Ｋ Ｋ イブ

75
1
61
1
65
1
58
1
47
1
面

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ
輿 翼 型 6 17 戸

数Ｐ 戸 戸 戸 戸

3
1 小 若 単 老 対
5 家 夫 人
人
世
廿′肩

族 婦 世 世
帯 帯
世
廿‘訂

二
団
地
の
建
て
替
え
は
、
七
十
二
戸

に
対
し
て
百
三
十
四
戸
の
建
設
で
す
。

下
二
団
地
、
頃
末
団
地
の
用
途
廃
止

の
問
題
と
も
関
連
さ
せ
て
、
並
行
し
て

計
画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

特
に
、
昭
和
六
十
六
年
ま
で
に
用
途

廃
止
を
完
了
す
る
予
定
の
下
二
団
地
の

湧
望
者
に
つ
い
て
は
、
二
団
地
の
入
居

後
、
優
先
的
な
入
居
を
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
二
つ
の
団
地
の
入
居

者
の
方
々
と
積
極
的
な
話
し
合
い
を
す

す
め
、
夢
の
あ
る
二
十
一
叫
㌧
紅
の
町
営

住
宅
を
建
設
し
て
ゆ
き
ま
す
。

こ
の
記
事
に
開
す
る
お
問
い
合

せ
は
役
場
住
宅
課
ま
で

（3）



車
に
乗
っ
た
ら

シ
ー
ト
ベ
ル
Ｌ
ｒ

着
用
を
誤
れ
ば

か
え
っ
て
危
険

あ
な
ど
る
な

運
転
開
始
後
の
三
十
分

車
に
乗
っ
た
ら
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
。
こ
れ
は
車
社
会
の
常
識
で
す
。
道
路

交
通
法
で
は
、
自
動
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
高
速
道
路
だ
け
で
な
く
一

般
道
路
で
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
助
手
席
同
乗
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
な
い
で
車
を
運
転
す
る
と
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
行
政
処
分
点
数

一
点
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
車
を
利
用
す
る
人
の
中
に
は
、
い
ま
だ
に
こ
う
し
た
き
ま
り

や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
機
能
や
目
的
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
な
い
人
か
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
い
か
に
大
切
な
も
の
か
　
－
　
こ
こ
で
も
う
一
度
考
え

て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

時
速
六
十
キ
ロ
の
激
突
は

四
障
か
ら
の
ダ
イ
ビ
ン
グ
と
同
じ

衝
突
事
故
を
起
こ
し
た
事
は
、
い
っ

た
い
ど
の
く
ら
い
の
衝
撃
を
受
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。

仮
に
四
階
建
て
の
建
物
の
屋
上
に
立

っ
て
み
た
と
し
ま
す
。
高
さ
は
約
十
四

メ
ー
ト
ル
。
そ
こ
か
ら
地
上
に
飛
び
降

り
て
、
命
が
助
か
る
と
感
じ
る
人
は
そ

う
多
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

時
速
六
十
キ
ロ
で
走
る
革
が
固
定
さ

れ
た
壁
に
垂
直
に
激
突
し
た
と
き
の
衝

撃
は
、
こ
の
四
階
建
て
の
屋
上
か
ら
車

ご
と
真
っ
逆
さ
ま
に
落
ち
た
と
き
の
衝

撃
と
同
じ
で
す
。

自
分
は
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
る

か
ら
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
、
反
対
車
線

の
草
が
い
き
な
り
飛
び
出
し
て
く
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
時
速
六
十
キ
ロ
で
草
を
走
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
四
階
建
て
の
屋

上
の
ふ
ち
に
腰
を
お
ろ
し
て
い
る
状
態

と
同
じ
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
な
く
も

あ
り
ま
せ
ん
。

車
の
運
転
は
常
に
危
険
と
隣
合
わ
せ

ー
ー
〝
命
綱
″
と
し
て
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
が
、
い
か
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
か

が
分
か
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
が
窮
屈
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
ベ
ル
ト
を
ク
リ
ッ
プ
な
ど
で
緩
め

て
着
用
し
て
い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
い
ざ
と
い
う
と
き

に
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
力
は
百
パ
ー

セ
ン
ト
発
揮
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
安
全
性
が
高
い
と
い
わ
れ
る
三

点
式
ベ
ル
ト
も
、
着
用
方
法
を
誤
る
と

首
に
巻
き
つ
い
た
り
し
て
か
え
っ
て
危

険
で
す
。
万
が
一
の
事
故
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
常
に

正
し
く
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
子
供
に
は
後
部
座
席
の
二
点

式
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
せ
る
か
、
子
供
用

の
補
助
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
い
も
の
で

す
。

ち
ょ
っ
と
近
く
ま
で
買
物
に
行
く
だ

け
だ
か
ら
。
子
供
を
幼
稚
園
に
送
る
だ

け
だ
か
ら
…
…
と
い
っ
て
、
子
供
を
助

手
席
に
立
た
せ
た
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
な
い
で
運
転
し
て
い
る
お
母
さ

ん
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。

し
か
し
、
死
亡
事
故
発
生
ま
で
の
運

転
時
間
を
調
べ
た
調
査
（
警
察
庁
）
に

よ
る
と
、
出
発
し
て
三
十
分
以
内
の
事

故
が
、
全
体
の
六
十
％
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
こ
ま
で
だ
か
ら
、
ち
ょ
っ

と
の
時
間
だ
か
ら
…
…
と
い
っ
た
心
の

ス
キ
が
、
大
き
な
事
故
を
呼
ん
で
い
る

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
つ
、
い
か
な
る
と
き
で
も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
　
ー
　
車
に
乗
る
と
き
の
習
慣

に
し
て
し
ま
い
た
い
も
の
で
す
。

パ
イ
ク
に
乗
る
な
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト

一㌢～ｌ讃．1．－－－－－－－－－－－一1．－－－

日目∴言．㍉。・…．‥．Ｌ

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
、
転
倒
な
ど
の
万
一

の
事
故
か
ら
意
を
守
る
こ
と
だ
け
に
使

う
装
備
だ
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま
せ

ん
か
。
確
か
に
、
事
故
か
ら
頭
を
守
る

の
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
第
一
の
　
ク
使

命
″
で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
〝
威
力
″
は
、
走

行
中
に
も
十
分
発
揮
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
革
で
い
え
ば
、
フ
ロ

ン
ト
ガ
ラ
ス
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
顔
の
部
分
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

シ
ー
ル
ド
グ
ラ
ス
で
お
お
っ
て
あ
る
も

（

の
は
、
そ
の
効
果
が
よ
り
大
き
く
な
り

ま
す
。
で
は
、
そ
れ
は
ど
う
い
っ
た
効

果
で
し
ょ
う
か
。

走
行
中
、
顔
に
雨
が
当
た
る
だ
け
で

も
、
相
当
の
痛
み
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

で
す
。
ま
し
て
や
飛
ん
で
き
た
虫
や
砂

が
顔
に
当
た
っ
た
り
、
前
の
車
が
巻
き

上
げ
た
小
石
が
顔
に
当
た
っ
た
と
き

は
、
痛
み
で
運
転
が
で
き
な
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
こ
う
し
た

予
期
せ
ぬ
出
来
事
か
ら
身
を
守
り
、
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
効
果
も
あ
る
の
で
す

（4）



国民年金生きがい講座受講生募集中

●　日　時

日程（1）　昭和62年11月7日出13時から11月8即日）15時

までの1泊2日間

日程（2）　昭和62年11月8日（日）13時から11月9日㈲15時

までの1泊2日間

＊希望の日程を選べます。

●　場　所　　太宰府市太宰府1775番地

国民年金保養センター「太宰府」

（⑪092－925－5801）

●　対象者　　国民年金の第1号被保険者（農林漁業や自営

業などを営なんでいる方）又は第3号被保険

者（サラリーマンの奥さん）

●　会　費　　5，000円

●　申込み先　福岡県国民年金協会（⑪092－622－6398　福岡

県民生部国民年金課内）へ電話で10月17日ま

でに申し込んで下さい。

1回の定員は75人で先着順に受付けます。

生涯の生活設計を考えるために、次のような

教養・趣味・健康増進・年金の各講座を開くこ

とになりました。また、健康問題、年金問題に

ついて、個別に相談に応じる時間も設けられて

います。申し込みはお早目に！／

●　績座の種目と内容

①教養講座－講演「将来の生活設計」……超低金利時代

の今、どのように資産を運用して将来に備

えたらよいか等について、金融機関の運用

専門家がわかりやすく話をします。

⑧趣味の講座－ね）「社交ダンス」（ｂ）「民謡」を並行し

て行うので、希望の種目を選択できます。

じｌ▲うじ●つ

⑧健康講座－「白亜術」……31動作の全身運動で病気予

防、治療に有効な医療体術と言われ、若さ

と美容を保ち、老化を防止する健康体操で

もあります。

④年金講座－講演「高齢化社会の到来と年金」……年金

制度を広い視野で考える講座です。

⑧健康相談－保健婦、年金相談員が個別に相談に応じま

年金相談　　す。

●
秋
永
　
　
剛

●
窪
田
　
　
慎

●
白
石
一
浩

●
西
原
真
由
美

●
高
山
　
和
恵

（
1
1
0
桝
ハ
ー
ド
ル
）

（
三
種
競
技
Ａ
）

（

1

0

0

　

　

　

　

肌

）

（
用
　
桝
・
2
0
0
　
椚
）

（
砲
　
丸
　
投
）

郡
民
水
泳
大
会
（
地
区
予
選
）
が
七

月
十
九
日
、
芦
屋
中
学
校
プ
ー
ル
で
行

な
わ
れ
、
上
位
入
賞
し
た
選
手
が
八
月

二
十
三
日
、
福
岡
市
の
福
岡
県
営
総
合

プ
ー
ル
で
開
か
れ
る
県
民
体
育
大
会
水

泳
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

今
年
は
遠
賀
郡
代
表
と
し
て
五
十
三

人
が
出
場
し
ま
す
が
、
そ
の
内
の
二
十

六
人
が
水
巻
町
か
ら
の
選
手
で
す
。

〔
水
巻
町
か
ら
の
出
場
者
〕

●
大
本
卓
（
机
ス
ポ
少
）
●
福
田
友
和

（
机
ス
ポ
少
）
●
南
大
輔
（
吉
田
ス
ポ

少
）
●
宮
崎
義
仲
（
頃
末
ス
ポ
少
）
●

川
上
弘
邦
（
頃
末
ス
ポ
少
）
●
永
渕
允

（
猪
熊
ス
ポ
少
）
●
和
田
亘
市
（
吉
田

ス
ポ
少
）
　
●
大
場
了
（
猪
熊
ス
ポ
少
）

●
梶
山
直
樹
（
机
ス
ポ
少
）
●
山
科
敏

行
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
●
渡
辺
博
（
頃
末

ス
ポ
少
）
●
足
立
栄
三
郎
（
水
巻
ク
ラ

ブ
）
●
原
田
清
次
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
●

全
国
大
会
出
場

水
巻
南
中
学
陸
上
部

水
巻
南
中
学
の
陸
上
部
が
、
8
月
2
2

日
か
ら
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す

荒
木
健
一
（
机
ス
ボ
少
）
●
山
下
政
二

（
成
人
）
●
山
本
道
泰
（
成
人
）
●
森

田
敏
明
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
●
菅
里
子
（

机
ス
ポ
少
）
●
山
形
美
和
（
水
巻
ク
ラ

ブ
）
　
●
渡
部
宮
子
　
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）

●
岳
藤
千
住
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
●
田
中

さ
お
り
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
●
田
中
亜
紀

（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
●
高
橋
純
江
（
机
ス

ポ
少
）
●
桃
本
八
重
（
猪
熊
ス
ポ
少
）

●
田
中
美
由
貴
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）

〔
郡
大
会
新
記
録
〕

●
原
田
清
次
（
欄
桝
自
由
）
5
9
秒
4
0
、

（
用
椚
バ
タ
）
1
分
1
秒
0
3
●
荒
木
健

ｌ
　
（
1
0
0
桝
平
泳
）
1
分
加
秒
的
●
山
形

美
和
（
5
0
桝
平
泳
）
3
9
秒
0
3
●
足
立
栄

三
郎
（
1
0
0
桝
背
泳
）
1
分
1
1
秒
8
6

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
バ
レ
ー

県
大
会
三
位

ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ
バ
レ
ー
県
選
手
権
大

会
が
七
月
十
九
日
、
久
留
米
県
立
総
合

あ
や
ら
ざ

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
水
巻
町
の
蘭
ク

ラ
ブ
（
水
巻
青
年
女
子
）
が
三
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
回
戦
蘭
ク
ラ
ブ
ー
柳
川
ク
ラ
ブ
（
2
－
0
）

二
回
戦
蘭
ク
ラ
ブ
ー
福
岡
緑
陽
会
（
2
－
1
）

準
決
勝
紫
苑
ク
ラ
ブ
ー
蘭
ク
ラ
ブ
（
2
－
0
）

県
民
水
泳
大
会
に
2
6
人
が
出
場

（5）
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がんばれ．（／水巻蹄や「ズ
硬式の少年野球チーム「水巻レンジャーズ」

が福岡県予選を勝ち抜いて全国大会に出場しま

す。水巻レンジャーズは、町内の中学生を主体

にしたチームで、チーム結成以来6年目にして

初めて春夏連続全国大会出場の栄音を勝ちとり

ました。

「春の大会は1回戦で敗退しましたが、夏の

大会は優勝目指して頑張ります」と、監督の田

中猛さん（下二）。8月4日から大阪球場で開

催される全国大会に向け、元気に出発しまし

た。

ビーチボール〈レーで

健康づくり
7月7日、朝からの梅雨空にもかか

わらず、町民体育館には、約60人の婦

人が集まって「健康づくりビーチボー

ルバレー大会」が行われました。

この大会は、ビーチボールバレーを

とおして婦人の健康と体力づくりを推

進しようと、「水巻町民の健康づくり

推進協議会」の主催により、年2回開

催されています。

この日の参加チームは14チーム、各

選手は年代別に分かれて熱戦を繰り広

げました。

試合結果は次のとおりです。

30歳代の部　優　勝

準優勝

40歳代の部　優　勝

準優勝

50歳代の部　優　勝

準優勝

イマージュ

スズラン

同好会

バ　ラ

ホタル

メダカ

インタ「／Ｖへ

ダッシュ．く／

陸上競技で水巻町から次の選手が

全国高校総体に出場します。

吉田団地の小形祥子さん（八幡南

高2年・走り幅跳の、下二町住の

安恒直樹さん（八幡大付2年・8（氾

桝）、西田久美子さん（八大付3年
・800刑リレー）。

この3人は、中学時代から陸上競

技に打ち込んで来た頑張り屋で、日

頃の練習の成果が実って県大会・北

部九州大会とも見事に入賞〝　8月

2日から札幌市で開かれるインター

ハイに出場が決まりました。

出発前のインタビューに、「中学

時代の恩師・福沢先生（南中）の指

導のおかげで、ここまでやってこれ

ました。今年の大会は入賞目指して

頑張ります。」と、日焼けした顔を

ほころばせて爽かに答えてくれまし

1安恒さん　た。

かわべ　けんすけ

川辺　賢輔　く　ん
昭和61年8月14日生

（裂
事
由紀）さんの長男

あ
な
た
を
初
め
て
見
た
時
は
、

ま
さ
し
く
お
猿
さ
ん
。

私
の
腕
の
中
で
す
や
す
や
と

寝
て
い
た
頃
が
う
そ
の
様

こ
の
子
の
未
来
に
む
け
て

乾
　
杯
　
〃
‥

（
吉
田
一
七
二
七
－
三
）

申込みは庶務係へ

（毎月2人まで）

（6）



九州大会
出　場

頃末バレーボール
スポーツ少年団

盆おどり

講習会

7月5日に行なわれたアシックス全日本ブロック別

バレーボール小学生県大会（32チーム出場）に、北部

地区代表として水巻町から頃末・伊左座・吉田のスポ

ーツ少年団が参加しました。

熱戦の末、頃末バレーボールスポーツ少年団が第三

位に入賞し、8月19日から福岡市で開かれる九州地区

大会に出場することになりました。

九州大会での健闘が期待されます。

松快苑

開苑一周年

7月1日、吉田の特別養護老人ホーム「水巻松快苑」

で開苑一周年の記念式典が行なわれました。

苑の厨房が腕によりをかけて作った昼食を囲んで、

来賓の万や入苑者の家族も、ホームのわとしまりとい

；しょに和やかなひとときを過ごしました。

特別養護老人ホームらしく、あまり派手な催し物は

ありませんでしたが、心暖まる式典でした。

夏の風物詩「盆おどり大会」に向けて、恒例の盆踊り

講習会が7月9日開かれました。

講師は、おなじみの英流家元「英聖峰」先生。

今年の新曲は、「博多勇み肌」「中善寺の盆踊り唄」

「お祭り若衆」「竜馬節」の4曲、会場の中央公民館大

ホールには、地元の婦人会の代表者を中心に約二百五十

人が参加して熱心な練習に汗を流しました。

この日一番人気のあった曲は「博多勇み肌」でした。

今年の夏は各地区の盆おどりでこの曲が流れることでし

ょう。

トス／
アタック′
中学女子バレー
ボール大会

梅雨が明けたばかりの7月26日、町内各地区から中学

女子7チームが参加してバレーボール大会が開かれまし

た。会場となった町民体育館は午前中から30度を越す猛

暑‥…・

チームメイトや家族の盛んな声援の申、参加した選手

たちは日頃の練習の成果を発揮して熱戦を繰り広げまし

た。試合結果は次のとおりです。

♭優　勝　頃末南チーム

♭準優勝　鯉口団地チーム

ねがいましては・・・

青少年珠算競技大会

パチパテと算盤の音が軽やかに響き

ます。7月5日、中央公民館に140人

の小中学生が参加して青少年珠算競技

大会が開かれました。結果は次のとお

りです。

個人の部

●5年＝①武田寿美（みずほ）⑧村井

香織（吉田団地）⑧山田綾（猪熊）

●6年＝①鈴鹿義正（頃末南）⑧森美

幸（美吉野）⑨本田百合（美吉野）

●中学生＝①賀屋憲司（吉田団地）⑧

字野沢亮（吉田一）⑨山田愛（猪熊〕

団体の部

●4年＝①高尾団地⑧吉田－⑧頃宋北

●5年＝①みずほ団地⑧吉田団地⑧吉

田ニ

●6年＝①美吉野⑧猪熊Ｂ⑨猪熊Ａ

●中学＝こ①吉田一⑧吉田団地⑧猪熊Ａ

●リレー競技＝①吉田一⑧みずほ団地

⑧吉田団地●地区総合＝①猪熊⑧吉田

団地⑧吉田二

読上算の部

●小学生＝①松山史（猪熊）⑧鈴鹿貴

行（頃末南）⑨東恵美（吉田団地）

●中学生＝①賀屋憲司（吉田団地〕⑧

字野沢亮（吉田－）⑨秀島知子（吉田二）

読上暗算の部

●小学生＝①高木真由美（美吉野〕⑧

鈴鹿義正（頃末）⑧本田百合（美吉野）

●中学生＝①宇野沢亮（吉田一）⑧質

屋憲司（吉田団地）⑧古川泰弘（美吉

野）



こ
ん
に
ち
は
保
健
婦
で
す
。

健
康
づ
く
り
シ
リ
ー
ズ
⑨

今
回
は
、
五
月
三
十
日
に
み
ず
ほ
団
地
公

民
館
で
行
な
わ
れ
た
成
人
病
・
胃
ガ
ン
・
肺
ガ

ン
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
人
病
検
診
の
受
診
者
は
、
百
十
三

人
、
昨
年
よ
り
三
十
八
人
増
え
ま
し
た
。

そ
の
中
で
「
全
く
異
常
の
な
か
っ
た

人
」
は
二
十
七
人
（
2
3
・
9
％
）
で
、

残
り
の
八
十
六
人
（
7
6
・
1
％
）
の
人

は
な
ん
ら
か
の
病
気
が
み
つ
か
り
ま
し

た
。見
つ
か
っ
た
病
気
の
主
な
も
の
は
、

●
血
液
中
の
脂
質
に
異
常
が
あ
る
人
五

十
二
人
●
肥
満
四
十
五
人
●
高
血
圧
の

移
行
期
に
あ
る
人
二
十
三
人
●
貧
血
の

人
十
五
人
●
尿
検
査
（
蛋
白
・
潜
血
・

糖
）
に
異
常
が
あ
る
人
十
三
人
で
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
一
人
で
二
つ
以
上
の

病
気
を
持
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は

▼
そ
の
た
め
に
は
▲

①
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
。

⑧
動
物
性
脂
肪
と
糖
質
を
へ
ら
し
ま

し
ょ
，
ノ
。

⑧
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
植
物
性
の
池
を

使
い
ま
し
ょ
う
。

④
赤
身
の
魚
・
さ
さ
み
・
豆
な
ど
の

良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
を
十
分
に
と

り
ま
し
ょ
う
。

⑥
適
度
な
運
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

成人病検診受診者の内訳

40

30

20

10

首 刀

灘人37人

同
整葦　圭　≒　王　室

水
巻
町
の
成
人
病
検
診
で
は
、
血
液

中
の
脂
質
に
つ
い
て
　
総
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
　
●
Ｈ
Ｄ
Ｌ
（
よ
い
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
）
と
　
中
性
脂
肪
　
を
調
べ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
脂
質
異
常
の
中
で
も

特
に
多
か
っ
た
　
「
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
」
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

●
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
増
え
る
と
…

動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
ま
す
。

高
血
圧
や
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
の

原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

減
り
過
ぎ
て
も
い
け
ま
せ
ん
。

●
総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
中
で

善
玉
と
悪
玉
が
あ
り
ま
す
。

総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
中
に
は
、
動

脈
硬
化
を
防
ぐ
「
よ
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
善
玉
）
」
と
、
動
脈
硬
化
を
促
進
す

る
「
悪
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
悪
玉
）
」

が
あ
り
ま
す
。

よ
い
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｅ
Ｄ
Ｌ
）

を
増
や
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
脂
肪
の
一
種
で

性
ホ
ル
モ
ン
や
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン
、

ま
た
脂
肪
の
消
化
に
必
要
な
胆
汁
酸
の

原
料
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は

生
命
を
維
持
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
物

質
で
す
か
ら
減
り
す
ぎ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。総
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
正
常
値
は
用

～
細
野
／
戯
未
満
。
よ
い
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
は
男
性
4
0
叩
／
戯
以
上
、
女
性
4
5

呼
／
此
以
上
で
す
。

胃
ガ
ン
検
診
は
？

成
人
病
と
同
時
に
行
わ
れ
た
胃
ガ
ン

検
診
は
七
十
人
の
受
診
者
で
し
た
。

こ
の
う
ち
三
十
人
の
万
が
初
め
て
胃

ガ
ン
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

九
人
の
方
に
「
く
わ
し
い
検
査
が
必
－

要
」
と
の
結
果
が
で
ま
し
た
。
＼

盛必趣と　今昔圏　等藻慧慧積櫓霊
昭和43年頃の吉田兼吉隈付近

①東吉隈商店街（日炭マーケットから）

②日本炭砿第一砿の選炭場

（現在は、吉田団地）

∠ゝ
‾7

（8）



家
屋
明
渡
し
の
強
制
執
行

す
で
に
4
件
を
実
施

葛
督
㊥
回
屈
原
督
竜

田
亀
も
衰
守
◎

今
年
度
の
家
賃
収
納
対
策
は
、
滞
納

家
賃
支
払
の
約
束
不
履
行
者
に
対
す
る

ｒ
家
屋
明
渡
し
の
強
制
執
行
Ｊ
が
中
心

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
滞
納
期
間
が
短
く
て
も
再
三

の
呼
出
し
に
応
じ
な
い
人
は
、
悪
質
滞

納
者
と
し
て
直
接
　
ｒ
家
屋
明
度
し
訴

訟
』
に
よ
っ
て
強
制
執
行
の
対
象
に
い

た
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
住
宅
課
で
は
今
年
四

月
以
降
、
細
部
に
わ
た
る
系
統
的
な
家

賃
収
納
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
今
日
ま
で
実
施
し
て
き
た

内
容
を
具
体
的
に
紹
介
し
ま
す
。

督
　
促
　
状

誓
　
約
　
書

毎
月
二
〇
日
に
前
月
分
の
納
入
状
況

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
家
賃
支
払
い
が
遅
れ

て
い
る
人
（
未
納
者
）
に
発
送
し
ま
す
。

四
月
分
　
　
九
〇
件

五
月
分
　
　
七
一
件

六
月
分
　
　
九
〇
件

※
各
団
地
と
も
、
毎
月
の
未
納
者
が
固

定
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

過
年
度
か
ら
の
滞
納
者
お
よ
び
退
去

者
の
う
ち
、
九
人
か
ら
毎
月
支
払
う
旨

の
分
割
納
入
誓
約
書
に
よ
る
支
払
約
束

■
滞
納
者
の
大
部
分
は

自
主
納
付
に
集
中

警
　
告
　
書

即
決
和
解
、
調
停
に
よ
っ
て
滞
納
家

賃
支
払
の
履
行
が
遅
れ
が
ち
な
八
人
に

対
し
て
、
贅
告
書
を
発
送
。

催
　
告
　
書

即
決
和
解

シリーズ⑲町営住宅の

現状を、みんなで考えよう。

過
年
度
分
と
現
年
度
分
（
四
月
以
降
）

に
つ
い
て
、
滞
納
者
本
人
へ
は
催
告
書

を
送
付
し
、
滞
納
者
の
保
証
人
に
は

『
完
納
指
導
依
頼
」
又
は
、
ｒ
連
帯
保

証
債
務
の
履
行
Ｌ
を
要
請
い
た
し
ま
し

た
。
①
　
過
年
度
滞
納
者
一
三
九
人
申
、
九

八
人
（
6
月
2
0
日
の
納
入
実
績
）
に

対
し
て
6
月
カ
月
に
催
告
書
送
付
。

⑧
　
過
年
度
、
現
年
度
滞
納
者
の
内
、

悪
質
と
思
わ
れ
る
六
人
に
対
し
て
、

完
納
と
即
決
和
解
の
催
告
書
を
6
月

1
6
日
に
発
送
。

⑨
　
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
三
カ
月
間

で
二
カ
月
以
上
の
家
賃
未
納
者
三
十

人
の
う
ら
、
納
入
約
束
を
し
て
い
な

い
十
五
人
に
対
し
て
、
7
月
1
5
日
の

納
入
実
績
に
よ
ｌ
り
、
腺
告
書
発
送
。

滞
納
者
の
う
ち
、
昨
年
度
か
ら
即
決

和
解
を
予
定
し
て
い
た
五
人
に
つ
い
て

折
尾
簡
易
裁
判
所
で
和
解
成
立
（
八
月

予
定
者
二
人
を
含
む
）

家
賃
の
納
付
方
法
と
、
滞
納
者
の
関

係
を
調
べ
て
み
る
と
、
家
賃
滞
納
者
の

大
部
分
の
人
が
『
自
主
納
付
」
に
よ
る

支
払
い
方
法
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
自
主
納
付
の
場
合
に

は
、
月
々
の
家
計
の
中
か
ら
生
活
費
等

の
支
出
を
優
先
し
て
し
ま
う
た
め
に
、

っ
い
つ
い
住
宅
家
賃
の
支
払
い
が
後
廻

Ｌ
に
な
っ
て
滞
納
へ
結
び
つ
く
た
め
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
う
し
て
、
一
旦
滞
納
す
る
と
翌
月

以
降
の
家
賃
支
払
が
困
難
に
な
る
た
め

に
、
滞
納
者
が
毎
月
固
定
化
し
て
き
て

い
ま
す
。

訴
　
　
　
訟

高
松
団
地
の
悪
質
滞
納
者
二
人
に
つ

い
て
、
直
接
『
家
屋
明
渡
し
の
訴
訟
」

を
行
う
。

■
9
0
0
件
を
目
標
に

口
座
振
替
推
進
中

強
制
執
行

八
月
現
在
、
昨
年
実
績
の
五
件
と
同

数
の
強
制
執
行
を
実
施
（
予
定
を
含
む
）

5

月

6

日

5

月

1

5

日

7

月

1

3

日

7

月

2

2

日

9
月
末
予
定

高

松

7

－

5

－

5

青

田

3

～

5

高

松

2

－

訃

1

5

高

松

9

～

3

－

4

高

松

2

－

5

－

2

家
賃
の
滞
納
を
な
く
す
た
め
に
は
、

毎
月
末
の
納
期
内
に
確
実
に
納
入
す
る

習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

住
宅
課
で
は
、
「
銀
行
・
郵
便
局
で

の
口
座
振
替
」
の
利
用
を
年
次
計
画
で

推
進
す
る
こ
と
に
し
、
四
月
か
ら
左
の

目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
七
月
末
現
在
）
　
（
日
額
）

。
▽
銀
　
行
　
七
七
四
件
1
八
〇
〇
件
へ

▽
郵
便
局
　
　
六
四
件
1
一
〇
〇
件
へ

安
全
で
便
利
な
口
座
振
替
の
利
用
に

御
協
力
下
さ
い
。

●
取
扱
金
融
機
関
は
…

遠
賀
信
用
金
庫
・
福
岡
銀
行
・
西
日

本
銀
行
・
福
岡
相
互
銀
行
の
本
店
お
よ

び
各
支
店
。
遠
賀
郡
農
協
の
水
巻
支
所
。

郵
便
局
で
は
、
折
尾
・
吉
田
・
樋
口
・

頃
末
・
申
鶴
の
各
局
で
口
座
振
替
の
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

●
手
続
き
は
簡
単
で
す

今
年
の
家
賃
の
納
入
書
と
通
帳
、
通

帳
印
を
持
参
の
う
え
、
最
寄
り
の
銀
行

又
は
郵
便
局
へ
御
相
談
下
さ
い
。

夜
間
徴
収
強
化
月
間

七
月
二
十
七
日
～
二
十
八
日
の
二
日

間
、
住
宅
課
職
員
で
夜
間
徴
収
を
行
な

い
ま
し
た
。
と
く
に
月
遅
れ
の
未
納
者

が
多
い
吉
田
団
地
を
重
点
に
、
口
座
振

替
の
加
入
促
進
を
取
り
組
み
ま
し
た
。

九
月
以
降
は
、
現
年
度
対
策
を
従
来

以
上
に
強
化
し
ま
す
。

滞
納
三
ケ
月
以
上
は
、
保
証
人
を
含

め
、
完
納
ま
で
各
種
の
手
だ
て
を
行
い

ま
す
。

口
団
地
浴
槽
代
の

納
者
に
対
す
る
訴
訟
に
つ
い

載
し
ま
す

（9）



県
・
福
祉
事
務
所
で
は
、
在
宅
で
寝

た
き
り
の
方
の
身
体
障
害
者
手
帳
の
申

請
・
補
装
具
の
適
合
判
定
・
諸
手
当
の

申
請
等
の
た
め
に
医
師
の
診
断
が
必
要

な
方
に
、
訪
問
審
査
を
実
施
し
、
巡
回

相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

本
人
が
病
院
ま
で
通
院
で
き
な
い
方

▽
証
書
（
手
帳
）

▽
印
　
鑑

こ
の
届
が
遅
れ
ま
す
と
、

八
月
分
以

降
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
八
月
三
十
一
日

ま
で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（10）

で
、
新
し
く
身
体
障
害
者
手
帳
を
申
請

さ
れ
る
場
合
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。

こ
の
訪
問
審
査
は
、
9
月
上
旬
に
限

っ
て
行
な
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

方
は
8
月
末
日
ま
で
に
社
会
課
民
生
係

へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

新
農
業
委
員
決
ま
る

ー
産
業
課
－

水
巻
町
農
業
委
員
会
委
員
に
次
の
方

が
決
ま
り
ま
し
た
。

選
挙
に
よ
る
委
員

●
入
江
政
之
（
立
屋
敷
）
●
黒
瀬
勉
（

下
二
）
●
山
本
久
敏
（
頃
末
）
●
吹
田

弘
利
（
伊
左
座
）
●
大
月
貴
美
堆
（
猪

熊
）
●
副
田
寿
一
（
吉
田
）
●
藤
崎
元

一
（
吉
田
）
●
粟
田
晒
典
（
古
賀
）
●

船
津
安
茂
（
二
）
●
行
正
辞
（
机
）

議
会
推
せ
ん
委
員

●
大
場
寿
基
雄
●
豊
沢
麟
児
●
美
浦
善

明
（
い
ず
れ
の
方
も
町
議
会
議
員
）

農
業
団
体
推
せ
ん
委
員

●
入
江
幸
雄
（
立
屋
敷
）

な
お
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
役
員
は

次
の
方
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

●
会
　
長
　
豊
沢
　
麟
児

●
副
会
長
　
大
貝
貴
美
堆

達者町にミニコルフ財一プン

遠賀可の総合運動公園内に、パテ

ィーパットコルフ場がオープンしま

した。コースは18ホールで料金は大
人200円・小人100円です。

夏休みの遊プランにいががですが？

ト問い合せ先　遠贅呵都市整備係
℡293－1234

水
道
料
会
の
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ
－
水
道
課
－

水
道
料
金
の
納
入
に
つ
い
て
、
町
で

は
口
座
振
替
制
度
の
利
用
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
が
、
債
さ
ま
の
御
協
力
に
よ

り
現
在
で
は
口
座
振
替
利
用
者
が
五
千

世
帯
を
超
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
課
で
は
、
現
在
健
全
な
企
業
運

営
を
目
指
し
た
経
費
の
見
直
し
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

毎
月
送
付
し
て
お
り
ま
す
振
替
済
通
知

書
（
領
収
書
）
を
、
四
カ
月
に
一
度
送

付
す
る
こ
と
に
変
更
い
た
し
ま
す
。

7
月
分
（
8
月
2
5
日
振
替
分
）
か
ら

1
0
月
分
（
1
1
月
2
5
日
振
替
分
〕
ま
で

を
ま
と
め
て
1
2
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
主
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

不
動
産
無
料
相
談

－
福
岡
県
　
－

県
で
は
、
土
地
な
ど
の
価
格
に
つ
い

て
、
専
門
家
の
不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
御
利
用
下
さ
い
。

●
相
談
内
容

土
地
の
売
買
、
賃
貸
借
、
担
保
、

相
続
、
交
換
そ
の
他

●
相
談
日

毎
月
第
1
・
第
3
金
曜
日

●
時
　
間
午
後
1
時
～
午
後
4
時

●
場
所県
庁
1
障
　
県
民
相
談
室

●
同
い
合
せ
先

詳
し
く
は
県
民
相
談
室
ま
で

館

0

9

2

－

6

5

1

－

1

2

3

4



病
討
、
発
育
不
完
全
そ
の
他
の
理
由

の
た
め
に
小
・
中
学
校
に
就
学
で
き
ず

に
、
就
学
を
猶
予
又
は
免
除
さ
れ
た
人

に
対
し
て
、
中
学
校
を
卒
業
し
た
人
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
認
定
試
験
を
行
い
ま
す
。

合
格
者
に
は
、
高
等
学
校
入
学
の
資

格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
0
0
月
1
0
日
▽
9
月
9
日

●
試
験
日
時
　
1
1
月
6
日
（
金
）

午
前
1
0
時
か
ら

●
試
験
場
福
岡
県
教
育
庁
第
一
会
議
室

（
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
－
7
）

●
試
験
科
目
と
程
度

中
学
校
の
国
語
・
社
会
・
数
学
・
理

科
・
外
国
語
（
英
語
）
の
各
教
科
に
つ

い
て
、
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
程
度
で
す
。

●
出
願
受
付
と
問
い
合
せ
先

福
岡
県
教
育
庁
指
導
第
二
部
・
義
務

教
育
課
　
庶
務
学
事
係

〒
8
1
2
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園

7
番
7
号

魯

0

9

2

－

6

5

1

－

1

1

1

1

合同会社
説明会

来春、大学1短大・高専

を卒業される方を対象に合

同会社説明会を開催します。

県内に就職を希望される

学生の皆さん、是非ご参加

下さい。

〔福岡会場〕

●と　き

9月10日㈹

13時30分～17時

●ところ

ファッションビル8結

く福岡市博多駅前）

●参加企業

約110社

〔北九州会場〕

●と　き

9月14日（月）

13時30分～17時

●ところ

九州厚生年金会館

（小倉北区大手町）

●参加企業

約50社

宅
地
建
物
取
引
業
に
従
事
す
る
場
合

に
必
要
な
取
引
主
任
者
の
資
格
を
得
る

た
め
の
　
′
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
資
格

試
験
″
を
行
な
い
ま
す
。

●
受
付
期
間

8

月

3

1

日

▽

9

月

4

日

●
試
儀
日
時

1
0
月
1
8
日
（
日
）
、
午
後
1
時
▽

午
後
3
時

●
試
験
場
九
州
産
業
大
学
（
福
岡
市
東
区
松

番
台
ニ
ー
三
二
七
）

●
問
い
合
せ
先

申
し
込
み
用
紙
は
8
月
1
0
日
か
ら
次

の
と
こ
ろ
で
配
布
し
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
の
お
尋
ね
も
ど
う
ぞ
。

県
庁
建
築
指
導
課
・
不
動
産
業
係

℡

0

9

2

－

6

5

1

－

1

1

1

1

一
攣
∴
∵
潤
一
、
＝
ニ
・
千
十

香
典
返
し
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
付
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
故
人
の
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

●
吉
田
一
　
故
・
石
丸
　
源
二
様

石
丸
フ
サ
エ
様

●
二
町
住
　
　
故
・
中
西
　
宋
利
様

中
西
美
幸
子
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
坂
井
　
健
樹
様

坂
井
き
み
子
様

●
猪
熊
　
　
　
故
・
入
江
バ
ツ
子
様

白
木
　
清
康
様

●
二
町
住

●
吉
田
団
地

●
頃
末

●
吉
田
三

●
高
松
団
地

●
高
松
団
地

●
吉
田
団
地

故
・
重
藤
　
誠
↓
様

重
藤
　
満
男
様

故
・
山
崎
　
重
寿
様

山
崎
　
浩
董
様

故
・
安
部
か
を
り
様

安
部
　
光
秋
様

故
・
前
田
ク
ニ
ヱ
様

前
田
　
高
書
様

故
・
熊
原
徳
太
郎
様

熊
原
キ
ミ
ヨ
様

故
・
越
智
　
俊
一
様

模
　
清
春
様

故
・
山
方
　
芳
美
様

山
方
瑠
美
子
様

●試験の種類

中級ト行政事務・学校事務・警察事務・

栄養士

初級ト一般事務・学校事務・警察事務・

土木・農業土木・林業

●受験資格

中級ト昭和37年4月2日から昭和43年4

月1日までに生まれた人。

初級ト昭和39年4月2日から昭和45年4

月1日までに生まれた人。

●試験　日

10月18日（日）

●受付期間

8月31日◆9月12日

●問い合せ先

〒812福岡市博多区東公園7番7号県庁内

福岡県人事委員会事務局任用謀

き0．92－641－3883

●受験資格

昭諭39年4月2日から昭和45年4月1日

までに生まれた人

●試験日

10月18日（目）

●受付期間

‘8月26日◆9月8日

●問い合せ先

〒81宴福岡市博多区沖浜町1－22

法務省福岡入国管理局

き092－281－7431

●受験資格

昭和39年4月2日から昭和45年4月1日

までに生まれた人

●試験日

10月18日伯）

●受付期間

9月9日◆9月19日

●問い合せ先

〒812福岡市博多区博多駅東2－10－7

福岡防衛施設局総務部総務課人事係

き092－472－2321
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筋
　
男
　
と
　
白
　
蓮
　
糊

結
婚
し
て
幾
星
霜
か
が
過
ぎ
、
自
蓬
が
筑
紫
の
女
王
と
い
わ
れ
た

こ
ろ
は
、
内
面
は
ど
う
で
あ
れ
二
人
は
み
な
の
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
当
時
流
行
し
た
「
金
色
夜
叉
の
歌
」

歌
が
筑
豊
で
流
行
し
た
こ
と
で
も
わ
か
る
。

へ
伯
爵
夫
人
に
な
る
よ
り
も

月
の
さ
し
込
む
あ
ば
ら
家
で

主
さ
ん
お
庭
で
ワ
ラ
仕
事

わ
た
し
や
お
そ
ば
で
針
仕
事

で
、
次
の
替
え

こ
の
歌
詞
は
の
ち
に
炭
坑
節
と
な
っ
た
が
、
当
時
、
明
治
鉱
業
の

鉱
主
安
川
敬
一
郎
が
男
爵
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
正
天
皇
が
従
兄

の
輝
子
を
妻
に
し
た
伝
右
衛
門
は
、
伯
爵
に
な
る
と
の
う
わ
さ
が
流

れ
て
、
こ
の
歌
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
公
開
絶
縁
状
が
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
や
、

筑
豊
の
ヤ
マ
は
伯
爵
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
話
で
持
ち
き
っ
た
。
な
か
で

も
選
炭
場
で
働
く
選
炭
婦
は
、
自
分
た
ち
か
ら
み
れ
ば
雲
の
上
の
出

来
事
で
あ
る
が
、
そ
こ
は
う
わ
さ
好
き
の
彼
女
た
ち
の
こ
と
、
こ
れ

を
選
炭
節
に
う
た
っ
て
心
を
ま
ざ
ら
し
て
い
る
。

あ
ｌ

へ
あ
か
が
ね
御
殿
の
輝
子
女
史

ふ
ら
れ
た
伝
右
衛
門
さ
ん
の
ふ
の
悪
さ

こ
の
よ
う
に
世
の
中
が
騒
然
と
な
っ
て
き
た
の
で
、
あ
る
日
、
こ

れ
を
見
か
ね
た
麻
生
大
書
が

伝
右
衛
門
へ
忠
告
を
し
た
。

「
伊
藤
君
、
今
と
な
っ
て

黙
っ
て
い
る
の
は
ま
ず
い
、

な
ん
ら
か
の
方
法
で
今
ま
で

の
経
過
を
発
表
し
て
は
ど
う

か
」そ
こ
で
伝
右
衛
門
は
、
雑

誌
「
婦
人
世
界
」
に
「
絶
縁

状
を
読
み
て
叛
逆
の
妻
に
与

う
」
の
一
文
を
よ
せ
た
。
そ

の
要
旨
は
、

「
輝
子
は
、
平
民
で
も
と

坑
夫
で
あ
っ
た
自
分
を
、
つ

ね
に
軽
蔑
し
て
鋳
慢
な
性
格

の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
歌
集
を
出
版
す
る
と
き
に
、
多
額
の
カ
ネ
を
出
し
た
に
も
か
か
わ

ぶ
べ
つ

ら
ず
、
歌
集
の
な
か
で
夫
の
自
分
を
侮
蔑
し
て
い
る
こ
と
で
も
わ
か

る
。
ま
た
岸
子
と
の
夫
婦
生
活
に
お
い
て
も
不
可
解
な
こ
と
が
多
く
、

ぎ

　

　

　

　

　

　

め

か

け

た
と
え
ば
輝
子
は
京
都
の
芸
妓
お
糸
を
自
分
の
妾
に
世
話
す
る
な
ど
、

夫
婦
と
は
思
え
な
い
行
為
を
平
気
で
や
っ
て
い
た
」

ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
政
界
、
財
界
な
ど
も
黙
っ
て
い
な
か
っ
た
。

な
か
で
も
東
山
満
の
組
織
す
る
玄
洋
社
は
、
不
祥
事
件
の
当
主
柳
原

家
へ
詰
問
状
を
提
出
し
、
さ
ら
に
黒
龍
会
で
は
宮
内
大
臣
の
責
任
を

追
求
す
る
な
ど
、
騒
然
た
る
状
態
に
な
っ
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、

そ
の
発
端
は
輝
子
の
公
開
絶
縁
状
に
よ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
輝
子
の

恋
人
宮
崎
龍
介
が
、
当
時
の
華
族
社
会
に
相
い
入
れ
な
い
無
産
党
の

闘
士
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
故
に
輝
子
の
兄
柳
原
伯
爵
は
責
任
を

と
っ
て
貴
族
院
議
員
を
辞
職
し
、
輝
子
も
ま
た
柳
原
家
か
ら
勘
当
さ

れ
て
い
る
。

伝
右
衛
門
に
し
て
み
れ
ば
、
華
族
社
会
の
超
一
流
の
女
を
後
妻
に

迎
え
た
と
い
う
、
高
根
の
花
に
手
を
出
し
た
失
敗
は
あ
っ
た
も
の
の
、

別
れ
る
と
き
の
態
度
は
実
に
立
派
で
あ
っ
た
。
騒
ぎ
た
て
れ
ば
男
が

す
た
る
、
逃
げ
た
女
房
に
や
未
練
は
な
い
、
去
る
者
は
追
わ
ず
、
の

考
え
を
一
貫
し
て
押
し
通
し
て
き
た
。
後
年
、
伝
右
衛
門
は
親
し
い

人
に
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
る
。

「
結
婚
し
た
十
年
の
歳
月
が
、
す
べ
て
偽
り
と
い
う
わ
け
で
は
あ

る
ま
い
。
去
る
つ
も
り
な
ら
ば
一
カ
月
で
去
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず

だ
」

か
お
ｈ
ソ

翌
十
一
年
五
月
、
輝
子
は
東
京
中
野
で
長
男
香
織
を
産
ん
だ
。
こ

の
出
産
は
離
婚
後
七
カ
月
目
に
あ
た
る
の
で
、
法
的
に
い
え
ば
伝
右

衛
門
の
妹
子
で
あ
る
。
そ
こ
で
輝
子
は
、
香
織
の
「
私
生
児
認
知
訴

訟
」
を
東
京
裁
判
所
へ
お
こ
し
た
。
つ
ま
り
「
香
織
は
伝
右
衛
門
の

う
つ
た

子
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
ほ
し
い
」
と
の
訴
え
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
、
香
織
は
伝
右
衛
門
の
跡
つ
ぎ
と
な
り
、

当
然
、
相
続
権
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
伝
右
衛
門
に

実
子
は
な
く
て
、
甥
の
八
郎
を
養
子
に
迎
え
て
い
た
と
き
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
伝
右
衛
門
は
、
否
認
の
応
訴
を
す
る
と
と
も
に
、

証
拠
書
類
と
し
て
医
師
の
カ
ル
テ
の
写
し
と
、
診
断
書
を
裁
判
所
へ

提
出
し
た
。
そ
し
て
法
廷
で
伝
右
衛
門
は
い
っ
た
。

「
私
は
明
治
二
十
一
年
に
先
妻
ハ
ル
と
結
婚
し
ま
し
た
が
、
二
年

り

ん

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

う

後
に
淋
病
を
わ
ず
ら
っ
て
左
右
の
畢
丸
は
硬
結
萎
縮
症
に
な
り
、
そ

の
た
め
私
に
は
子
だ
ね
が
な
く
て
、
ハ
ル
と
の
間
に
も
生
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ハ
ル
は
そ
の
た
め
に
婦
人
病
を
わ
ず
ら

っ
て
生
涯
苦
し
み
ま
し
た
が
、
最
後
は
九
大
病
腕
か
ら
佐
賀
市
の
池

田
病
院
へ
転
院
し
て
、
そ
こ
で
明
治
四
十
三
年
三
月
、
四
十
三
歳
で

亡
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
私
は
そ
の
た
め
三
カ
所
の
病
院
で
精
液

検
査
を
う
け
ま
し
た
。
お
手
も
と
に
提
出
し
た
こ
れ
ら
の
診
断
書
に

よ
っ
て
、
私
に
子
だ
ね
の
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
」

こ
れ
で
裁
判
は
一
転
し
て
伝
右
衛
門
の
勝
訴
と
な
っ
た
。
白
蓮
に

し
て
み
れ
ば
、
伝
右
衛
門
の
財
産
め
あ
て
の
訴
訟
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
後
年
、
こ
れ
に
つ
い
て
伝
右
衛
門
は
酒
の
席
で
次
の
よ
う
に
話

し
て
い
る
。

お
．
な
▼
ご

「
俺
の
惚
れ
た
女
子
が
好
き
な
こ
と
を
や
っ
た
と
じ
や
け
ん
、
そ

れ
で
よ
か
た
い
。
し
か
し
、
あ
の
と
き
ぽ
っ
か
り
は
我
慢
が
で
き
な

か
っ
た
」

し
か
し
当
時
の
与
論
は
、
繊
細
で
教
養
の
高
い
佳
人
が
、
武
骨
で

無
教
養
な
成
金
三
昧
の
夫
の
も
と
か
ら
、
人
間
の
尊
厳
を
求
め
て
出

奔
し
た
と
の
見
方
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
、
恋
愛
至
上
主
義

を
賛
美
し
た
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
、
ロ
マ
ン
を
追
う
マ
ス

コ
ミ
が
つ
く
り
あ
げ
た
筋
書
き
で
、
実
際
の
輝
子
は
、
わ
が
ま
ま
で

虚
栄
心
が
強
く
て
、
耐
え
る
女
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
輝
子
が
人

妻
で
あ
り
な
が
ら
複
数
の
恋
人
と
不
倫
を
重
ね
て
い
た
こ
と
や
、
私

生
児
認
知
訴
訟
事
件
な
ど
で
判
明
す
る
が
、
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
火
の
女
を
妻
に
し
て
大
ヤ
ケ
ド
を
し
た
の
が
伝
右
衛
門
で
あ

っ
た
。そ
の
伝
右
衛
門
は
意
外
に
心
は
や
さ
し
く
、
義
侠
心
に
富
ん
だ
繊

細
な
面
を
持
っ
た
川
筋
男
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
あ
か
が
ね
御
殿

を
新
築
し
た
り
、
輝
子
の
虚
栄
の
お
も
む
く
ま
ま
の
生
活
を
さ
せ
た

り
し
て
、
か
え
っ
て
不
幸
を
ま
ね
く
結
果
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
永
畑
道
子
の
「
恋
の
華
、
白
蓮
事
件
」
に
も
、
そ
の
よ
う
に
書

い
て
い
る
。

そ
の
後
、
龍
介
は
無
産
運
動
で
活
躍
し
て
、
昭
和
三
年
の
第
一
回

普
通
選
挙
で
東
京
か
ら
衆
議
院
に
立
候
補
し
て
落
選
、
ま
た
一
粒
た

ね
の
香
織
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
暗
和
二
十
年
に
戦
死
し
た
。
そ
の

た
め
輝
子
は
、
戦
後
に
「
万
国
慈
母
の
会
」
を
結
成
し
て
、
反
戦
平

和
運
動
で
活
躍
し
た
が
、
晩
年
は
さ
び
し
い
人
生
で
あ
っ
た
ら
し
く
、

昭
和
四
十
二
年
に
八
十
一
歳
で
死
去
し
、
寵
介
も
ま
た
四
年
後
に
七

十
八
歳
で
あ
と
を
追
っ
て
い
る
。
な
お
伝
右
衛
門
は
二
十
二
年
に
八

十
八
歳
で
亡
く
な
り
、
養
子
の
八
郎
が
大
正
鉱
業
の
社
長
に
就
任
し

た
。
し
か
し
石
炭
産
業
の
斜
陽
化
に
よ
っ
て
三
十
九
年
に
大
正
鉱
業

は
閉
山
し
て
、
栄
華
の
夢
は
は
か
な
く
も
消
え
去
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

る
て
ん

は
人
の
一
生
が
流
転
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

（
こ
の
項
お
わ
り
）

（
文
）
書
土
史
家
　
繕
　
田
　
貞
　
志

（ま2）


